
 

 
 
 
 

鳥取県大山山麓日本遺産認定記念シンポジウム 

「神 坐
お わ

す山『大山』」と神になる山『三徳山』」を学ぶ」を開催！ 

今年４月、大山山麓が日本遺産に認定されたことを記念し、鳥取県が誇る日本遺産「大

山」、「三徳山」の双方を関連付けたシンポジウムを下記のとおり東京で開催しますので、

開催当日の取材をお願いします。 

記 
１ 開催目的 

 首都圏在住者に対し鳥取県が誇る日本遺産である「大山」と「三徳山」の歴史的・文

化的魅力のさらなる周知を行い、「大山」、

「三徳山」を中心とするエリアへの首都圏か

らの誘客を促す。 

 

２ 開催日時 

平成２８年１０月１日（土） 

 午後１時から午後４時１５分まで 

 （開場・受付開始 午後０時３０分） 

 

３ 会  場 

 大正大学８号館 

（定員３００名、東京都豊島区西巣鴨３－

２０－１） 

 

４ 講座内容・講師 

 次の講演の後にトークセッションを行います。 

（１）記念講演 

ア 講 師 松浦正昭氏（元富山大学教授、仏教美術史） 

イ 講演題 「三徳山・大山に伝わる宮廷仏教の遺産」 

（２）基調講演１ 

ア 講 師 石田敏紀（県立倉吉西高等学校教諭、古代史） 

イ 講演題 「神話・伝承の世界に見る「大山」と「三徳山」」 

（３）基調講演２ 

ア 講 師 原島知子（県教育委員会事務局文化財課文化財主事、民俗学） 

イ 講演題 「大山のおかげ、三徳山のおかげ」 

 

５ 参加申し込みについて 

  首都圏在住者を対象に参加募集をしております。 

資料提供 
平成２８年９月２６日 

担当課 
(担当者) 

文化財課 
（山枡 雅美） 

電  話 ０８５７－２６－７９３４ 

 

会場位置図 


